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研究成果の概要（和文）：初級レベルの日本語学習者のシャドーイングに対する自己評価に関して研究を行い、
評価に一定のパタンがあるかもしれないこと、学習者は個々の音声の誤りに早期に気づいていることがわかっ
た。また、指導面では自己のパフォーマンスに対する自覚を促す工夫が必要であることがわかった。このほか、
学習者のシャドーイングパフォーマンスについてのコーパス
構築の可能性と、シャドーイングの研究と実践指導への有用性に関する研究、シャドーイングと記憶・認知の関
係に関する研究を行った。

研究成果の概要（英文）：We studied on self-evaluation on performance in shadowing of elmentary level
 learners of Japanese and found that there may be patterns in their self-evaluation, and found they 
noticed thier own errors in the performance from early period. We also found that, in instruction, 
we need to assist learners to be aware and conscious of their performance in shadowing. Besides we 
studied possibility of buiding a corpus of learners' performance in shadowing and its usefulness in 
research and instruction, and we studied on the relation of shadowing and memory/cognition. 

研究分野：日本語・韓国語対照研究、日本語教育

キーワード： シャドーイング

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本語教育においてシャドーイングが有効な方法であることは知られていたが、シャドーイングを行うことで学
習者のパフォーマンスに何が生じるのか、具体的にシャドーイングをどう指導すればいいのか、シャドーイング
のデータの収集と扱いにどんな可能性があるか、シャドーイングと言語習得の認知的関係や基盤はどうなってい
るか、などについて研究を進めることができたのは、意義があると思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
（1）日本語教育におけるシャドーイングの、発音や聞き取り能力に関する有効性はすでに知ら
れていたが、シャドーイングの実践が少なく、あったとしても主に上級レベルで行われ、次のこ
とが明らかでなかった。 
① 発音や聞き取り能力以外の能力、すなわち、読解力や文法力、構文構成力の向上にも寄 
与するかどうか。 
② レベルの違いによるシャドーイングの効果的な教材、実践や有効性に差があるかどう
か、あるとしたらどのような差があるか。 

 
（2）新しい教育としてアクティブラーニングが注目されているものの、具体的な報告が多くな
かった。 
 
２．研究の目的 
 日本語教育のシャドーイングの指導と教材開発を目標とし、学習者のアクティブラーニング
を実践しながら、次のことを遂行するとことを目的とした。 
(1) レベル別（初級・中級）のシャドーイングの実践と成果 

 
(2) ニーズ別（文法・構文・読解）のシャドーイングの実践と効果。 
① 文法では化石化した文法項目に対する効果 
② 構文では複文生成への効果。特に、接続表現や連体修飾節の生成に対する効果。 
③ シャドーイングによる言語処理能力向上の読解能力への効果 
 

(3) アクティブラーニングに基づくシャドーイング教材の開発 
 
３．研究の方法 
以下のような方法をとることにした。 
(1) 各レベル・各クラスでシャドーイングを実施、その効果と方法についての可能性と課題を明
らかにする。シャドーイング実施については、次のことを計画した。 
① レベルごとの教材を準備、学生が自宅でも使えるよう共有ファイルにする。 
② 各クラスで、一定の方法にしたがってシャドーイングを行う。 
 
(2) 文法、構文、読解の養成に絞ってシャドーイングを実施する。 
 
(3) 以上の成果をもとに、学習者が自分でシャドーイングの目標（スキル）と教材、学習プラン
を選択できるよう導き、それに沿ってシャドーイングを実施する。 
 
４．研究成果 
(1)  １年目： 
① 学習者のパソコンやスマホにダウンロードができるシャドーイング教材（初級用）を作成し
た。初級の一部のコースでは学習者に対しシャドーインへの態度に関するアンケートを実施、そ
の結果を口頭発表した。 
② その他のコースでも一部シャドーイングの実践を開始し、それ以外でも学生にシャドーイ
ングをみずから実践してみることを広く呼びかけ、フィードバックは授業以外にも、そのような
学生のための時間を特別に設けて行った。 
③ 言語習得データに基づいたシャドーイングの効果と指導法についての研究を行い、その成
果を口頭発表や講演で公開した。シャドーイング力と一般的な第二言語コミュニケーションに 
おける学習適性の関連に関しても研究を行い、その成果を口頭発表した。 
④ 国内外の日本語シャドーイング指導者のための指導書の執筆も計画、執筆を開始した。あわ
せて、2年目からのシャドーイングの本格的な実践に備え、実施を担当する予定の人々に対しシ
ャドーイング研修会（講演とワークショップ）を実施した。 
⑤ 英語に特化してはいるが、シャドーイングの原理と、その効果と指導法の研究を行い、その
成果を英語リスニングに関するハンドブックに反映した。 
 
(2) ２年目：ニーズ（文法、構文構成力・読解力）という観点からシャドーイングの実施と効
果を研究する計画であったが、実施できなかった。また、全レベルを対象にシャドーイングの実
践・研究を行うことにしていたが、全レベルでの実践・研究はできなかった。しかし、シャドー
イングの指導法に関する研究、シャドーイングに対する学習者の自己評価、およびその時間軸に
沿った変化に関する研究を継続し、これらの研究結果を公開した。 
① 指導法に関しては、ステップを踏んだ練習を取り入れること、自己のパフォーマンスに関す



る自覚を促すことが重要であることがわかった。 
② 自己評価では「できたかどうか」に自己判定の変化には一定のパタンがあるかもしれないこ
と、また「できなかった点」に関しては、教員が気付くような分節音の音声上の誤りが早期に学
習者自身に気付かれていることがわかった（ただし、自力で修正できるとは限らない）。 
③ シャドーイングの自己評価を行ったクラスでは、1年目から継続してシャドーイングが学習
者同士の相互批評の形でなされており、シャドーイング練習の新しい形態を引き続き模索する
ことができた。あわせて、日記の記載方法についても改善に向けて検討材料が見つかった。 
 
(3) ３年目：コロナ禍と研究分担者一人の休職により、日本語シャドーイングの日本語習得に与
える影響に関する全体での研究ができなかった。しかし、 
① 研究分担者のシャドーイングに関わる個々の関心事に関して、学習者のシャドーイングの
パフォーマンスをコーパスに取り込むことの、日本語教育への応用およびその可能性に関する
研究がある。この研究は、シャドーイングを日本語教育における実践と結びつける、新たな方向
を見いだそうとするものである。 
② また、英語だが、シャドーイングの効果と実践に関する研究がある。この研究成果はシャド
ーイングの認知および教育における理論的基盤をより深めたもので、日本語のシャドーイング
にも共通する点が多く、日本語シャドーイングの理解も深めることに貢献し、シャドーイングの
実践に大いに参考になりうる。これらの研究は、とりわけ研究計画を立案するにあたっても有用
である。 
③ 言語習得と記憶および認知の関係に関する研究があり、これはシャドーイングと記憶・認知
の関係を考える上で貢献している。  
 
(4) ４年目： 
① 研究期間を延長し、授業の中ではなく、日本語学習者（留学生）の中から被験者を募集し、
かれらに対しシャドーイングを実施、その効果に関するデータをとって、当初の課題である日本
語シャドーイングの日本語習得に与える影響に関する全体での研究を行おうとしたが、コロナ
禍が継続し、できなかった。留学生は新学期がはじまっても遅れてきたり、ばらばらに来たり、
あるいは日本に来れないものも多くいて、募集をかけることさえできず、データはとれなかった。
夏休み、あるいはぎりぎり冬休みでの実施も考えてみたが、年度を通して状況は変わらなかった。
他の日本語教育機関との協力も考えてみたが、事情は似たり寄ったりで、結局断念せざるを得な
かった。また、研究分担者の往来も不可能であった。しかし、 
② 英語におけるシャドーイングの評価、聴解における音声・意味処理の過程や学習者（音声）
コーパスの構築と有用性に関する諸問題など、引き続き、研究分担者のシャドーイングに関わる
個別的な関心事に関して研究を継続した。 
 研究の分量は多くはなかったが、研究分担者の個別的な研究は、今後とも継続が不可能ではな
いと思われた。そこで、コロナ禍が収って留学生が正常に来日すれば、2022年度もさらに研究
期間を延長する意義があると思われたが、2022年度も留学生は来日が遅れることは確実で、前
期中に実施することは不可能である。さらに、今後も状況が不透明であることに加え、研究代表
者が 2021年度をもって退職するので、本研究はこれで終了とした。 
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